
 概要版  

令和４年度～令和７年度（第１次） 

♦ 計画の策定 ♦

♦ 教育の情報化を取り巻く現状と課題 ♦

教育の情報化の目指す方向性            課題の解決 

●令和元年に「学校教育の情報化の推進に関する法律」が施行。学校のＩＣＴ環境整備

を促進し、次代の社会を担う児童生徒を育成するため、ＩＣＴを活用して全ての児童

生徒が効果的に教育を受ける環境を整備し、恵庭市の学校教育の情報化に関する取組

を推進することを目的として策定。 

●法律に基づく市町村学校教育情報化推進計画、また第５期恵庭市総合計画、第３次教

育推進プログラムに基づく個別計画として位置付け、本市の学校教育の情報化の推進

に関する基本的な方針や施策について規定。

●第１次計画期間は、令和４年度～令和７年度の４年間。社会情勢の変化があった場合

などには、適宜、計画を見直す。

●高度情報化の急速な進展により、情報技術活用の重要性が高まる。 

●情報活用能力の育成のため、ＩＣＴ環境を整備・活用した学習活動の充実や教育の情報

化が不可欠。 

●ＩＣＴの活用は、教職員の働き方改革や、特別な配慮が必要な児童生徒の状況に応じた

支援の充実などにおいても重要。 

●子どもたちの生きる力を育むため、教育の情報化を推進し、学校ＩＣＴの整備・活用に

よる教育の質の向上が課題。 

●情報セキュリティ対策の基本的な知識・技能や、情報モラルについての指導が必要。 

恵庭市学校教育情報化推進計画 



♦ 目標（具体的な取組）♦

恵庭市教育委員会（教育部教育総務課） ℡ 0123-33-3131 内線 1611 

【目標２】 ＩＣＴの効果的な活用による

「主体的・対話的で深い学び」の実現 
★指導計画の整備とカリキュラム・マネジメントの

推進 

★各教科等でのＩＣＴの効果的な活用 

★児童生徒の個々の特性に応じたＩＣＴの活用 

【目標３】 ＩＣＴの活用による

校務の負担軽減 
★校務支援システムの活用 

★ネットワーク活用による教材等のデータベース化

★学校事務処理の効率化を図るための電子化の検討

【目標１】 児童生徒の情報活用能力の育成 
★児童生徒が、授業でＩＣＴ機器を操作できる基本的操作スキルの指導の充実 

★資料・インターネットで収集した必要な情報を選択して学習に生かしたり、分かりやすく 

発信したりできる力の育成 

★目標達成の手段や順番、方法を考え、最も適した答えを導くプログラミング的思考力の育成

★情報化社会において活動するために必要な情報モラル・情報セキュリティの指導の充実 

★オンライン学習の実施によるＩＣＴを活用できる力の育成 

★関係機関との連携による、学校外での学びの機会の拡充 

【目標４】 教職員のＩＣＴ活用

指導力の向上 
★各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的活用 

★情報モラル・情報セキュリティ対策の指導の充実

★教職員のニーズに応じた研修の充実 

★ＩＣＴ担当教職員の設置 

【目標５】 教育の情報化を支える

ＩＣＴ環境の整備 
★確かな学びを支える持続的・安定的なＩＣＴ 

環境の確保と計画的な整備 

★教職員や児童生徒が安心してＩＣＴを利活用 

できる情報セキュリティ対策の強化 

★ＩＣＴの活用を支援する人材の活用 

基本理念

恵庭市学校教育情報化

推進計画 


